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連結リスク管理債権� （単位：百万円）
区　　分 平成30年9月30日 令和元年9月30日

破綻先債権額 549 454
延滞債権額 10,501 10,896
3カ月以上延滞債権額 27 113
貸出条件緩和債権額 1,929 1,756

合　計 13,007 13,220

1. 破綻先債権
　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上
しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第1項第3
号イからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じている貸出金であります。
2. 延滞債権
　未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であり
ます。
3. 3カ月以上延滞債権
　元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。
4. 貸出条件緩和債権
　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行っ
た貸出金で破綻先債権、延滞債権及び3カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

セグメント情報等
【セグメント情報】
1. 報告セグメントの概要
　当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績
を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
　当行グループは、当行及び連結子会社2社で構成され、銀行業を中心に、リース事業、クレジットカード事業及び信用保証事業といった金融サービスに係
る事業を行っており、「銀行業務」、「リース業務」を報告セグメントとしております。
　「銀行業務」は、預金、貸出、有価証券投資、内国為替、外国為替及び証券投資信託や保険商品等の窓口販売業務等を行っております。「リース業務」は、ファ
イナンス・リース等の業務を行っております。
2. 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と同一であります。報告セグ
メントの利益は、経常利益ベースの数値であります。
　なお、セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。
3. 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
Ⅰ　前中間連結会計期間（自　平成30年4月1日　至　平成30年9月30日）� （単位：百万円）

区　　分 報告セグメント その他 合　計 調整額 中間連結財務諸表
計上額銀行業務 リース業務 計

経常収益
（1）外部顧客に対する経常収益 5,737 458 6,196 171 6,367 △2 6,364
（2）セグメント間の内部経常収益 14 1 15 21 37 △37 ─

計 5,752 459 6,211 192 6,404 △40 6,364
セグメント利益 484 26 511 31 543 △1 541
セグメント資産 806,961 2,908 809,869 7,978 817,847 △7,487 810,360
セグメント負債 770,120 2,133 772,253 6,292 778,545 △7,003 771,541
その他の項目
減価償却費 504 4 508 2 511 ─ 511
資金運用収益 4,070 0 4,070 17 4,087 △4 4,083
資金調達費用 84 4 89 0 89 △2 86
特別損失 2 4 6 0 6 ─ 6
（固定資産処分損） 2 4 6 0 6 ─ 6
税金費用 96 9 105 3 109 0 109
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 227 ─ 227 3 230 ─ 230

（注） 1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。
　　 2.「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード事業、信用保証業であります。
　　 3.外部顧客に対する経常収益の調整額△2百万円は、貸倒引当金戻入益の調整であります。
　　 4.‌�セグメント利益の調整額△1百万円、セグメント資産の調整額△7,487百万円、セグメント負債の調整額△7,003百万円、資金運用収益の調整額△4百万円、資

金調達費用の調整額△2百万円及び税金費用の調整額0百万円は、いずれもセグメント間取引消去であります。
　　 5.セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
Ⅱ　当中間連結会計期間（自　平成31年4月1日　至　令和元年9月30日）� （単位：百万円）

区　　分 報告セグメント その他 合　計 調整額 中間連結財務諸表
計上額銀行業務 リース業務 計

経常収益
（1）外部顧客に対する経常収益 5,547 410 5,958 165 6,123 △6 6,117
（2）セグメント間の内部経常収益 10 1 12 20 32 △32 ─

計 5,558 411 5,970 185 6,156 △39 6,117
セグメント利益又は損失（△） 639 △19 619 11 630 △1 628
セグメント資産 799,983 3,285 803,268 7,370 810,639 △6,965 803,673
セグメント負債 760,069 2,482 762,552 5,627 768,179 △6,482 761,697
その他の項目
減価償却費 484 3 488 2 490 ─ 490
資金運用収益 3,916 1 3,917 14 3,932 △4 3,927
資金調達費用 74 4 79 0 79 △2 76
特別利益 14 ─ 14 ─ 14 ─ 14
（固定資産処分益） 14 ─ 14 ─ 14 ─ 14
特別損失 7 ─ 7 ─ 7 ─ 7
（固定資産処分損） 7 ─ 7 ─ 7 ─ 7
税金費用 151 7 159 0 159 0 159
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 110 ─ 110 3 113 ─ 113

（注） 1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。
　　 2.「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード事業、信用保証業であります。
　　 3.外部顧客に対する経常収益の調整額△6百万円は、貸倒引当金繰入額の調整であります。
　　 4.‌�セグメント利益又は損失(△)の調整額△1百万円、セグメント資産の調整額△6,965百万円、セグメント負債の調整額△6,482百万円、資金運用収益の調整額△

4百万円、資金調達費用の調整額△2百万円及び税金費用の調整額0百万円は、いずれもセグメント間取引消去であります。
　　 5.セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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【関連情報】
1. サービスごとの情報
Ⅰ　前中間連結会計期間（自　平成30年4月1日　至　平成30年9月30日）� （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 役務取引業務 その他 合計
外部顧客に対する経常収益 3,267 1,062 1,441 593 6,364 
（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
Ⅱ　当中間連結会計期間（自　平成31年4月1日　至　令和元年9月30日）� （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 役務取引業務 その他 合計
外部顧客に対する経常収益 3,048 1,130 1,437 500 6,117 
（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
2. 地域ごとの情報
 （1） 経常収益
　  　本邦以外の外部顧客に対する経常収益がないため、該当事項はありません。
 （2） 有形固定資産
　  　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
3. 主要な顧客ごとの情報
　特定の顧客に対する経常収益で中間連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】
　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
　該当事項はありません。


